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小児白血病と関連「否定できぬ」
電
子
レ
ン
ジ
な
ど
電
化
製
品
や
高
圧
送
電
線
が
出
す
超
低
周
波
電
磁
波
の
人
体
影
響
に
つ
い
て
、
世
界
保
健
機
関

（Ｗ
Ｈ

Ｏ
）
が

「小
児
白
血
病
発
症
と
の
関
連
が
否
定
で
き
な
い
」
と
し
て
、
各
国
に
対
策
法
の
整
備
な
ど
予
防
的
な
措
置
を
取
る
こ

と
を
求
め
る
勧
告
を
盛
り
込
ん
だ

「環
境
保
健
基
準
」
を
ま
と
め
た
。
電
磁
波
の
長
期
的
な
健
康
影
響
に
つ
い
て
の
初
の
国
際

指
針
で
、
十
八
日
に
も
公
開
す
る
。

Ｗ
Ｈ
Ｏ
は
、
具
体
的
な
規

制
値
は
示
さ
な
か
っ
た
も
の

の
、
日
本
や
米
国
な
ど
で
の

疫
学
調
査
か
ら

「常
時
平
均

〇

・
三
―
〇

・
四
多
テ
ス
ラ

（テ
ス
ラ
は
磁
界
や
磁
石
の

強
さ
を
表
す
単
位
）
以
上
の

電
磁
波
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る

と
小
児
白
血
病
の
発
症
率
が

三
倍
に
な
る
」
と
の
研
究
結

果
を
支
持
。

「電
磁
波
と
健

康
被
害
の
直
接
の
因
果
関
係

は
認
め
ら
れ
な
い
が
、
関
連

・
は
否
定
で
き
ず
、
予
防
的
な

対
策
が
坐
景
こ

と
結
論
づ

け
た
。

経
済
産
業
省
は
今
月
、
作

業
班
を
設
置
し
て
送
電
線
周

辺
の
超
低
周
波
磁
界
規
制
の

検
討
を
始
め
た
ば
か
り
。
電

磁
波
の
人
体
影
響
に
着
日
し

た
規
制
が
な
い
日
本
も
対
策

を
迫
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

Ｗ
Ｈ
Ｏ
に
よ
る
と
、
通
常

の
使
用
状
況
で
電
磁
波
が
強

い
の
は
、
ヘ
ア
ド
ラ
イ
ヤ
ー

や
電
気
か
み

そ
り
、
掃
除

機
、
電
子
レ
ン
ジ
な
ど
¨
電

子
レ
ン
ジ
か
ら
二
十
寿
で
四

―
八
誇
テ
ス
ラ
の
電
磁
波
を

浴
び
る
。
テ
レ
ビ
は

一
房
の

距
離
で
〇
・
〇

一
―
〇

・
一

五
舒
テ
ス
ラ
。
　

′

環
境
保
健
基
準
は
、
高
圧

送
電
線
か
ら
住
宅
地
や
学
校

な
ど
の
施
設
を

一
定
の
距
離

を
置
く
な
ど
の
対
策
を
講
じ

て
い
る
イ
タ
リ
ア
、
オ
ラ
ン

ダ
な
ど
の
例
を
紹
介
。
テ
レ

ビ
や
電
気
カ
ー
ペ
ッ
ト
な
ど

の
電
化
製
品
に
電
薇
波
レ
ベ

ル
の
表
示
を
義
務
付
け
る
こ

と
も
合
め
、
各
国
に
市
民
の

電
磁
波
暴
露
を
減
ら
す
た
め

の
法
律
を
整
備
す
る
よ
う
求

め
た
。

Ｗ
Ｈ
Ｏ
は
、
米
国
の
高
圧

線
付
近
で
小
児
白
血
病
の
発

症
例
が
多
い
と
の
報
告
を
受

け
て

一
九
九
六
年
か
ら
、
電

勧告

の
き
っ
か
け
に

羮
鐙
蕗
一一鐸
｝霧諄

』
０

則
」
の
立
場
か
ら
、
電
化
製

丁
亀
「
調
、
政
府
も
対
策
を
取

品
の
使
用
者
が
浴
び
る
電
磁
τ
う
な
か
っ
た
。

波
を
減
ら
す
努
力
や
塞

ホ
の

一　
動
物
実
験
な
ど
で
因
果
関

超
低
周
波
電
磁

波
　
高
圧
電
線
や

パ
ソ
コ
ン
、
ド
ラ

イ
ヤ
ー
、
電
気
か
み
そ
資

電
磁
調
理
器
な
ど
の
電
化
製

品
か
ら
出
る
周
波
数
が
３
０

０
”
以
下
、
波
長
が
１
０
０

０

・
キ
以
上
の
電
磁
波
。
健
康

影
薔
へ
の
懸
念
か
ら
最
近
で

は
電
磁
波
を
カ
ッ
ト
し
た
電

化
製
品
も
実
用
化
さ
れ
て
い

る
。
高
圧
電
線
か
ら
数
厨
以

内
、
テ
レ
ビ
か

ら
７０
多
以

内
、
加
湿
器
か
ら
６０
”
以

内
、
電
気
カ
ー
ペ
ッ
ト
か
ら

９０
霧
以
内
だ
と
白
血
病
と
の

関
連
が
指
摘
さ
れ
た
０

・
４

等
テ
ス
ラ
以
上
の
電
磁
波
を

浴
び
る
と
さ
れ
、
日
本
で
は

‐５
歳
未
満
の
子
ど
も
の
１

・

９
％
の
居
住
場
所
が
平
均
磁

界
Ｏ

ｏ
４
響

ア
ス
ラ

埜

上
だ

と
す
る
研
究
結
果
が
出
て
い

る
。

規
制
緩
く
な
る
懸
念

市
民
団
体

「電
磁
波

・
環

境
関
西
２

ご

副
代
表
の
古

本
公
蔵
さ
ん
の
話

今
回
の

Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
基
準
に
は
数
値
目

標
が
設
定
さ
れ
て
な
い
の

で
、
政
府
が
電
力
会
社
の
意

向
を
尊
重
し
、
日
先
の
つ
じ

つ
ま
合
わ
せ
で
緩
い
規
制
値

を
取
る
の
で
は
な
い
か
と
懸

念
さ
れ
る
。

（技
術
基
準
づ

く
ごり
に
際
し
て
は
）
消
費
者

団
体
や
市
民
団
体
の
声
も
聞

き
入
れ
、
最
低
で
も
白
血
病

と
の
関
連
が
指
摘
さ
れ
た
〇

・
四
多
テ
ス
ラ
以
下
の
規
制

を
実
現
し
て
ほ
し
い
。

技
術
基
準
含
め
検
討

経
済
産
業
省
の
成
瀬
草
也

電
力
安
全
涙
長
の
話

現
在

（
電
磁
波
が
つ
く
る
）
磁
界

に
関
し
て
は
電
気
事
業
法
に

基
づ
く
規
制
が
な
い
。
Ｗ
Ｈ

Ｏ
が
示
す
基
準
を
踏
ま
え
た

上
で
、
新
た
な
技
術
基
準
を

定
め
る
こ
と
も
含
め
検
討
し

て
い
き
た
い
。

磁
波
が
人
体
に
与
え
る
影
響

を
調
査
し
て
い
た
。
携
帯
電

話
な
ど
が
発
す
る
高
周
波
の

電
磁
波
が
人
体
に
及
ぼ
す
影

響
に
つ
い
て
も
調
査
を
進
め

て
お
り
、
来
年
に
も
調
査
結

果
を
ま
と
め
て
発
表
す
る
。

「交
通
事
故

や
喫
煙
に
比
べ
死
に
至
る
リ

ス
ク
は
非
常
に
低
く
、
過
敏

に
な
る
必
要
は
な
い
。
ほ
と

ん
ど
の
電
化
製
品
は
、　
一
屑

以
上
距
離
を
置
け
ば
問
題
な

い
」
と
指
摘
す
る
。

景

国

Ｈ

Ｊ

馴

翻

線
鋼
醐
鋼
測
認
添
硼
「
日
の

距
離
現
置
可
な
ど
１
日
常
で“

泊
涸
「
期
目
硼
電
欄
調
理
瑠

の
‐倒

回
日
副
□
る
の
が
望
ま

し，酬
涸
ヨ
引
『
ど
語
ｕ
ａ
い

る
。（共

同

・
前
田
有
貴
子
）だ

り
　
ｏ

く

あ

た

て
　
ヽ
し

つ
方

ま

送

の

い

聞

員

ざ

新

会

ご

の
こに
う

地

つ
と

階
ほ
Ｆ
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全国紙の朝日と読売は
全く報道せず。毎日と
日経は小さな記事掲載
(ど うなってるの、日

本のマスコミのセンス
つて。)

斎藤友博国立成育医療
センター博士は「IH
の使用を妊婦は避ける
のが望ましい」と話す
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